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９月も後半になってきました。残暑がきびしい日もありますが、朝晩の風に季節の移

り変わりを感じるようになりましたね。青柳祭の練習の息抜きに読書でもしませんか。

今月の新刊

（墨字図書）
・学研まんがでよくわかるシリーズ２２２ アミノ酸（さん）のひみつ

・本当の自由を手に入れる 改訂版（かいていばん） お金の大学

今月の詩

１・赤信号が見えると、車がかならず落とすものはなんでしょう。

２・海の中をおよいでる「ままま」ってなんでしょう。

３・「クマ」や「ウサギ」ならできて、「キリン」や「ペンギン」に

できないものはなんでしょう。

今月のなぞなぞ

第７１回青少年読書感想文全国コンクール

・応募の締め切りは１０月１０日（金）です。まだまだ間に合います！！

・小学部の１、２年生は８００字以内。３年生から６年生は１２００字以内。

・中学部、高等部は２０００字以内です。

※ わからないことは図書室で聞いてください。

９月の別名（べつめい）

９月の別名には「長月（ながつき）」、「紅葉月（もみじづき）」、

「菊月（きくづき）」などがあります。

長月（ながつき）：夜が長くなることから「夜長月（よながづき）」が略（りゃく）されて「長月」となったと

いわれています。

紅葉月（もみじづき）：秋がだんだんふかくなると紅葉が見られることから、この名前がつけられました。

菊月（きくづき）：菊の花がさく時期で、菊の花を使った行事がおこなわれることも多いため、この名前

がつけられました。

稲刈月（いねかりづき）：９月は稲の収穫時期（しゅうかくじき）でもあるため、この名前がつけられました。

穂長月（ほながづき）：稲穂（いなほ）が成長することを表す名前で、稲（いね）のみのりを祝（いわ）う

いみがあります。

秋は一夜（いちや）に

金子みすず

秋は一夜（いちや）にやつ（っ）て来る。

二百十日（にひゃくとおか）に風が吹（ふ）き、

 二百二十日（にひゃくはつか）に雨が降（ふ）り、

あけの夜（よ）あけにあがつ（っ）たら、

その夜にこつ（っ）そりやつ（っ）て来る。

舟で港（みなと）へあがるのか、

翅（はね）でお空を翔（か）けるのか、

地（ち）からむくむく湧（わ）き出すか、

それは誰（だれ）にもわからない、

けれども今朝（けさ）はもう来てる。

どこにゐ（い）るのか、わからない、

けれど、どこかに、もう来てる。



なぞなぞのこたえ

１・スピード

２・さんま

（３つの「ま」で）

３・しりとり
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